
エネルギー・環境分野の官民による
若手研究者発掘支援事業 令和2年度概算要求額 7.5億円（新規）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ
事業目的・概要
 産業界においては、投資リスクの高まり等から、短期的に成果の出やすい応用
研究にシフトする企業が多く、大学等の研究機関において、研究期間が長期に
わたり、実用化への難易度も高いなど企業独自では取り組むことが難しい研究
を担うことが求められています。

 他方、大学においては基盤的経費の減少により、基礎研究が弱体化し、比較
的短期間で成果が出やすく、資金も確保しやすい応用研究へのシフトが進み、
基礎研究の担い手が減少することが懸念されるとともに、若手研究者の質の向
上や多様なキャリアパスの構築等が必要となっています。

 また、現状、パリ協定の実現に向け、エネルギー・環境イノベーション戦略や、エ
ネルギー基本計画等で、エネルギー・環境分野の革新的な技術が求められてい
ます。

 このため、破壊的イノベーションにつながるシーズ創出をより一層促すべく、官民
が協調して有望なシーズ研究を発掘し、これに取り組む若手研究者を支援しま
す。また、実施に際しては、有望な若手研究者の発掘を行うとともに、官民協
調による資金拠出と、企業・大学双方での成果の共有を図ります。

成果目標
（１）エネルギー・環境分野の若手研究者のシーズ研究を最大５年間支

援します。
（２）早期実用化（助成終了5年後の実用化率7.5％）を目指します。

大学等（若手研究者）国
(研)新エネル
ギー・産業技
術総合開発機
構（NEDO）

交付金 定額
補助

産業技術環境局 大学連携推進室
03-3501-0075

• 産業界等のニーズを踏まえ、民間の事業化・実用化（社会実装）という
目的志向型の研究開発に向け、イノベーションを創出し得る若手研究者の
シーズ研究について公募を行い、採択された若手研究者には当該研究にか
かる研究費を支援します。

• また、採択テーマに関心を持つ民間企業との共同研究等にかかる研究費を
支援をします。

• 研究実施期間には、民間企業との意見交換の場を設けるとともに、必要な
アドバイスや設備提供等、ハンズオン支援を行います。

• 目利き機能を担う民間事業者を介してイノベーションを創出し得る若手研
究者と企業とのマッチングを支援します。

国

企業

官民が協調し、若手研究者
の発掘・育成支援

大学等の
若手研究者

（１）官民協調による若手研究者支援・育成

（２）民間事業者を介した若手研究者と企業とのマッチング促進

目利き機能を担う
民間事業者の活用
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